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就職状況一覧（平成14年1月現在）

求人数 �希望者数 �内定者数 �内定率 

県　　内 �82 �40 �36 �90％ 

県　　外 �250 �50 �48 �96％ 

計 �332 �90 �84 �93％ 

※進学者数　51名　　公務員内定数　5名

神楽「塵輪」を舞う江工生

高砂苑・白寿園での慰問風景（H14．

http：／／www．Shimanet，ed．jp／goutu－ih／

と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
は
部
活
動
で
も
、

同
好
会
で
も
な
い
単
な
る

有
志
の
神
楽
グ
ル
ー
プ
が

細
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
継
続
し
て
い
て
、
最

後
に
東
京
で
　
「
舞
を
舞
う
」

と
い
う
意
気
込
み
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

関
東
支
部
の
皆
様
、
二

月
十
七
日
に
お
会
い
で
き

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ます。尚
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

写
真
は
、
本
年
度
二
十
二

回
目
　
（
一
月
十
七
日
）
　
の

慰
問
風
景
で
す
。
今
回
は

近
く
の
保
育
園
の
児
童
達

も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
　
「
演
歌
百
選
」
　
出
演
中

〈
桜
凹
慕
情
〉
バ
ッ
プ
レ
コ
ー
ド

歌
　
手
　
山
　
崎
　
て
い
じ

（
建
築
科
昭
和
5
1
年
率
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
各
界

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業

生
を
紹
介
し
す
。
次
回
は

あ
な
た
か
も
…
…
。

素
京
で
舞
を
舞
う

江
工
会
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
拝
察
致
し
ま
す
。

今
回
の
原
稿
は
、
進
路
に
関
わ
る
内

容
で
は
な
く
、
本
校
の
石
見
神
楽
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
関
東
支
部
よ
り
総
会
後
の
懇

親
会
に
神
楽
出
演
を
し
て
欲
し
い
と
い

う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
石
見
神
楽
ク
ラ
ブ
　
（
現
在

は
グ
ル
ー
プ
）
　
が
二
十
一
年
間
続
け
た

老
人
ホ
ー
ム
慰
問
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
知
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
・
家
族
・

知
人
達
に
古
里
の
伝
統
芸
能
を
平
素
、

生
で
見
る
機
会
が
少
な
い
の
で
是
非
出

漬
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し

た。
出
演
承
諾
に
は
と
ま
ど
い
ま

し
た
が
、
後
輩
達
の
活
動
に
理

解
頂
く
こ
と
、
常
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
江
工
会
の
皆
様

へ
の
御
礼
を
込
め
る
意
味
で
出

演
を
決
意
し
ま
し
た
。

学
校
長
を
始
め
、
先
生
方
か

ら
賛
同
を
得
て
、
来
る
二
月
十

七
日
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
披

露
す
る
運
び
と
な
っ
た
次
第
で

す。
来
年
度
か
ら
は
週
休
二
日
制

に
な
り
ま
す
。
生
徒
達
の
こ
の

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る

本
名
、
山
崎
禎
次
　
（
や
ま
き
き
て
い

じ
）
、
生
ま
れ
弥
栄
村
、
育
ち
は
三
隅

町
、
高
校
は
江
津
工
業
（
建
築
科
昭
和

5
1
年
卒
）
、
高
校
卒
業
後
京
都
へ
上
京
、

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
と
な
り
西
日
本
新
人
王

決
定
戦
　
（
二
年
連
続
）
　
に
出
場
、
最
後

ト
ミ
ー
ズ
雅
と
の
対
戦
で
敗
れ
引
退
。

好
き
な
歌
で
数
々
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

に
出
場
、
平
成
六
年
七
月
　
「
琵
琶
湖
パ

ラ
ダ
イ
ス
近
畿
地
区
選
手
権
大
会
」
　
で

初
代
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
く
。

そ
の
と
き
の
審
査
員
で
作
曲
家
上
田
幸

夫
氏
の
勧
め
で
、
平
成
八
年
十
月
ビ
ク

タ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
か
ら
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
版
　
「
ふ
る
里
」
　
「
祇
園
慕
情
」

で
歌
謡
界
へ
。
そ
の
後
　
「
北
み
れ
ん
」

「
さ
ざ
ん
か
情
話
」
　
「
郡
上
の
人
よ
」
　
「
琵

琶
湖
旅
情
」
　
「
と
き
め
き
の
タ
ン
ゴ
」

な
ど
発
表
。

平
成
十
三
年
二
月
バ
ッ
プ
レ
コ
ー
ド

よ
り
岡
田
冨
美
子
作
詩
、
四
方
華
人
作

曲
、
「
桜
川
慕
情
」
　
「
夢
の
入
口
」
　
で
念

願
の
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。

テ
レ
ビ
全
国
2
8
局
ネ
ッ
ト
の
　
『
演
歌

百
還
』
　
に
毎
月
一
回
出
演
中
、
N
H
K

ラ
ジ
オ
の
　
『
昼
の
散
歩
道
』
　
『
は
つ
ら

つ
ス
タ
ジ
オ
5
0
5
』
　
に
も
出
演
。

京
都
を
拠
点
に
東
は
埼
玉
、
西
は
島

根
ま
で
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
支

え
ら
れ
活
躍
。
江
工
会
関
西
支
部
総
会

に
毎
年
出
席
ま
た
近
畿
地
区
の
江
津
会
、

三
隅
会
な
ど
会
員
の
方
々
に
唄
を
披
露
。

今
後
『
N
H
K
紅
白
歌
合
戦
』
出
場

を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
為
に

は
江
工
会
会
員
の
皆
様
方
に
強
力
な
後

押
し
を
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

♪
リ
ク
エ
ス
ト
の
お
願
い
♪

★
「
山
崎
て
い
じ
の
演
歌
春
秋
」

〒
5
5
6
・
8
6
9
1
大
阪
市
浪
速

郵
便
局
私
書
箱
2
5
号
ラ
ジ
オ
大
阪
O

B
C
「
山
崎
て
い
じ
の
演
歌
春
秋
」
係

毎
週
火
曜
日
P
M
7
・
0
0
～
P
M
7
・
1
5

★
ラ
ジ
オ
大
阪
「
歌
謡
曲
こ
れ
一
番
」

〒
5
5
2
・
8
5
0
1
ラ
ジ
オ
大
阪

F
A
X
O
6
・
6
5
7
7
・
0
3
6
1

ラ
ジ
オ
大
阪
「
歌
謡
曲
こ
れ
一
番
」
係

月
～
金
曜
日
P
M
O
・
0
0
～
3
・
0
0

★
「
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

〒
1
5
0
・
8
0
0
1
N
H
K
放
送

セ
ン
タ
ー
「
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」
　
リ

ク
エ
ス
ト
係
　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
と
コ
メ
ン
ト
記
入

★
第
〓
興
商
D
A
M

〒
1
4
1
・
0
0
2
2
東
京
都
品
川

区
束
五
反
田
二
・
五
・
十
　
D
K
第

二
ビ
ル
　
㈱
第
一
興
商
　
G
5
0
リ
ク

エ
ス
ト
受
付
係
　
コ
メ
ン
ト
記
入

■
お
問
い
合
わ
せ
先

「
山
崎
て
い
じ
音
楽
事
務
所
」

〒
6
1
2
・
8
4
1
8
京
都
市
伏
見

区
竹
田
向
代
町
十
・
九

T
E
L
O
7
5
・
6
9
1
・
9
7
0
6

F
A
X
O
7
5
・
6
4
5
・
0
3
0
8
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学科改編に伴い、43年間の歴史をも

つ電気科と、10年続いた電子情報科が

今年度を持って廃科となり、新たに総

合電気科として再出発します。

導入予定新設備（3月末）
○コンピュータシステム更新

○ネットワーク実習システム

○エレベータ実習装置（実物大）

○ソーラー発電システム

○高圧受電実習設備

ロボット実習システム

CNCルータ

学科改編究成年虔
導入された新設備

紹介

レーザー加工機レーザー加工の作品

http：／／www．Shimanet．ed．jp／goutu－ih／

平
成
十
三
年
度

部
活
動
の
報
告

生
徒
指
導
部

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
優
勝

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
2
位

［
l
野
1
1
矧
胤
］

春
季
中
国
地
区
予
選

二
回
戦
　
7
－
8

全
国
選
手
権
島
根
大
会

二
回
戦
　
4
－
2

三
回
戦
　
2
－
3

秋
季
中
国
県
予
選

一
回
戦
　
1
0
1
3

二
回
戦
　
0
－
4

配
り
高
値
儲
闇

バ
レ
ー
部

一
回
戦
　
2
1
1

二
回
戦
　
0
－
2

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

二
回
戦
　
7
2
－
3
9

三
回
戦
　
6
3
－
7
8

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

団
体
戦
（
優
勝
）

二
回
戦
　
2
－
1

三
回
戦
　
2
－
0

準
決
勝
　
2
1
0

決
　
勝
　
2
－
0

個
人
戦

ベ
ス
ト
2
4

ベ
ス
ト
3
2

卓
球
部

川
本

松
江
高
専

大
社

松
江
商
業

大
束

出
雲
農
林

松
江
西

出
雲
工
業

松
江
北

松
江
北

松
江
農
林

浜
田

松
江
工
業

弓
道
部

男
子
団
体

女
子
団
体

男
子
個
人

二
回
戦
進
出

8
射
3
中

8
射
4
中

三
回
戦
進
出

1
2
射
6
中

1
2
射
9
中

4
0
射
2
0
中
　
予
選
敗
退

4
0
射
7
中
　
予
選
敗
退

A
．
3
松
嶋

E
S
2
山
根

S
3
伊
藤

A
2
植
田

（
ベ
ス
ト
1
9
）

サ
ッ
カ
ー
部

二
回
戦
　
0
－
2
　
益
田

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

個
人
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
　
2
8
位

レ
ス
リ
ン
グ
部

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
　
予
選
敗
退

5
8
短
級
　
予
選
敗
退

中
国
高
校
選
手
権

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
大
社
）

団
体
戦
（
ベ
ス
ト
8
）

二
回
戦
　
2
－
1
　
笠
岡
商

準
々
決
勝
　
0
－
2
　
徳
山
工

個
人
戦
一
回
戦
敗
退

水
泳
部

男
子
5
0
m
自
由
形

本
藤
　
予
選
敗
退

ボ
ー
ト
部
（
松
江
）

団
体
一
回
戦
　
0
－
3
　
出
雲
西

個
人
　
ダ
ブ
ル
ス
　
3
回
戦
敗
退

シ
ン
グ
ル
ス
　
4
回
戦
敗
退

陸
上
部

男
子
決
勝
進
出
な
ら
ず

水
泳
部

男
子
5
0
m
自
由
形
　
2
位
　
本
藤

男
子
1
0
0
m
背
泳
　
3
位

男
子
4
0
0
m
R
　
7
位

ボ
ー
ト
部

男
子
ク
オ
ド
ル
プ
ル
　
優
勝

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
優
勝

男
子
ク
オ
ド
ル
プ
ル

（
宇
津
・
森
本
・
出
江
・

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

（
濱
本
・
吉
本
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

準
優
勝
　
高
野

準
決
3
位
　
井
上

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

準
決
4
位

東
・
岩
成
）

準
優
勝

準
決
3
位
　
久
森

悶
魯
り
局
眉
間
朋

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
熊
本
）

団
体
戦
　
予
選
敗
退

一
回
戦
　
0
1
3
　
八
幡
工
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インターハイ（熊本）での試合風景（H13．8．4）

平成12年　江工会一般会計決算書
【1】収入の部

科　　　目 �本年度予算額 �本年度決算額 �増　△減 �摘　　　　要 

1．繰　　越　　金 �375，408 �375，408 �0 �平成11年度一般会計より 

2．会費・入会金 �1，440，000 �1，396，938 �△43，06ど �在校生横立金 

3．寄　　付　　金 �10，000 �15，000 �5，000 �個人1件、団体1件 預金利息 

4．繰　　入　　金 �0 �0 �0 

5．雑収入 　収入合計 �592 �223 �△369 

1，826，000 �1，787，569 �△38，431 � 

【2】支出の部

科　　　目 �本年度予算額 �本年度決算額 �差　　引 �摘　　　　要 

1．工事費 工業教育振興費 �20，000 �20，000 �0 �県高校工業教育研究会へ 

会報発行費 �200，000 �200，000 �0 �江工会会報35号印刷費 

記　念　品　費 �50，000 �37，275 �12，725 �卒業生へ卒業証書用丸簡 

会館運営費助成 2．管理費 通信費 �150，000 �0 �150，000 �執行せず（13年度執行） 

60，000 �16，410 �43，590 �案内状、会報発送、他 支部訪問、他 

印　　刷　　費 �10，000 �0 �10，000 

消‥　兼毛　品　費 �10，000 �0 �10，000 

旅　　　　　費 �500，000 �384，494 �115，506 

会　　議　　費 �250，000 �110，000 �140，000 �支部総会出席 

慶　　弔　　費 �50，000 �23，880 �26，120 �祝電、弔電、御祝、香典等 

雑　　　　　費 �120，000 �95，484 �24，516 �広告料、謝礼、餞別、他 

3．倍　　立　　金 �200，000 �0 �200，000 �執行せず（13年度執行） 

4．予備費 　支出合計 �206，000 �0 �206，000 

1，826，000 �887，543 �938，457 � 

収入総額1，787，569円一支出額887，543円＝差引残額900，026円

講話中の森下勝義氏

http：／／www．Shimanet．ed．jp／goutu－ih／

報会会工江

ボ
ー
ト
部
（
熊
本
）

男
子
ク
オ
ド
ル
プ
ル

（
宇
津
・
森
本
・
出
江

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

予
選
敗
退

東
・
岩
成
）

準
々
決
勝

（
濱
本
・
吉
本
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
　
準
々
決
勝

高
野

百
捌
奇
問

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

島
根
　
3
－
0
　
長
野

島
根
　
0
1
3
　
群
馬

ボ
ー
ト
部

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

準
決
勝
敗
退
　
高
野

［

凰

ボ
ー
ト
部
（
静
岡
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
準
々
決
勝

（
濱
本
・
吉
本
）

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

6
位
　
高
野

［
胤
胤
胤
］

県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

地
区
大
会
出
場

［
㈲
㈲
㈲
］

島
根
県
高
等
学
校
写
真
展

奨
励
賞
　
3
点

（
恵
木
2
・
川
下
）

入
選
　
1
点
　
川
下

全
国
高
等
学
校
給
文
化
祭
　
福
岡
大
会

文
化
連
盟
賞
　
山
崎

情
報
電
子
瓢
」

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
島
根
県
大
会

自
立
型
の
部
　
3
位
　
M
l
　
高
橋

4
位
　
M
2
　
白
川

高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
中
国
大
会

自
立
型
の
部
　
3
位

E
S
2
　
山
崎

全
校
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
大
会

ラ
ジ
コ
ン
型
の
部
優
勝E

S
2
　
川
野

自
立
型
の
部
　
3
位

E
S
2
　
川
野

盲
動
幸
里

ホ
ン
ダ
エ
コ
ノ
バ
ワ
1
全
国
大
会

高
校
生
の
部
　
1
6
位

－
闇
米
純

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
参
加

エ
コ
フ
レ
ン
ド
の
集
い
参
加

［

圏

且

た
か
さ
ご
苑
訪
問

事
務
局
だ
よ
り

二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）

二
月
十
日
　
関
東
支
部
総
会

森
山
征
夫
新
支
部
長
は
じ
め
会
員
八

十
数
名
の
出
席
で
、
カ
ラ
オ
ケ
・
福

引
き
等
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
関
東
支

部
よ
り
橋
目
支
部
長
、
槍
垣
役
員
、

本
部
か
ら
高
橋
次
郎
会
長
、
神
田
義

克
校
長
、
佐
々
木
文
人
事
務
局
員
が

出
席

二
月
十
五
日
　
会
報
三
十
五
号
発
行

各
支
部
、
地
元
企
業
、
教
職
員
在
校

生
に
配
布

二
月
十
八
日
　
山
口
県
支
部
総
会

下
松
市
に
お
い
て
、
山
根
清
建
支
部

長
は
じ
め
会
員
四
十
二
名
の
出
席
で
、

本
部
よ
り
高
橋
次
郎
会
長
、
金
山
幸

三
教
頭
、
岩
田
泰
典
事
務
局
員
が
出

席
二
月
二
十
四
日
　
弥
栄
支
部
総
会

岡
本
均
支
部
長
を
は
じ
め
会
員
九
名

の
出
席
で
、
シ
シ
鍋
を
囲
み
な
が
ら
、

高
校
時
代
の
思
い
出
ま
た
近
況
な
ど

を
多
い
に
語
り
合
い
、
出
席
者
全
員

で
応
援
歌
・
校
歌
を
熱
唱
し
、
会
は

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
本

部
よ
り
高
橋
次
郎
会
長
、
神
田
義
克

校
長
、
倉
本
晃
事
務
局
貝
が
出
席

三
月
二
日
　
新
卒
者
江
工
会
入
会
式

入
会
者
数

十
二
年
度
卒
業
生
百
四
十
名

森
下
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
　
森
下
勝
義
氏
（
機
械
三
十
九
年

卒
）
よ
り
「
私
の
人
生
体
験
」
　
の
演

題
で
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
東
京
に
出

て
、
石
の
上
に
も
三
年
と
の
想
い
で
、

人
に
負
け
た
く
な
い
と
の
一
心
で
頑

張
っ
た
苦
労
話
。
実
家
の
都
合
で
帰

省
し
、
建
設
会
社
の
社
長
と
し
て
、

社
会
に
対
し
て
の
厳
し
い
姿
勢
と
思

い
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
卒
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
有
意
義

な
良
い
講
話
で
し
た
。
大
変
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
月
二
十
日
　
江
津
市
役
所
支
部
総
会

二
年
に
一
度
の
総
会
で
支
部
長
西
川

幸
三
氏
　
（
木
工
三
十
五
年
卒
）
　
が
ご

勇
退
さ
れ
、
堀
川
哲
朗
氏
（
機
械
四

十
年
率
）
　
が
新
た
に
支
部
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
盛
会
の
う
ち
に
校
歌
・

応
援
歌
の
大
合
唱
で
終
了
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
高
橋
次
郎
会
長
、
木
下
英

樹
校
長
、
土
井
事
務
局
長
、
上
手
事

務
局
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

五
月
十
六
日
　
江
工
会
館
運
営
委
員
会

十
二
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、
十
三
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平成13年　江工会一般会計予算書
科　　　目 �本年度予算額 �前年度予算額 �増　△減 �摘　　　　要 

【1】収入の部 1．繰　越　金 �900，026 �375，408 �524，618 �平成12年度繰越金 

2．会費・入会金 �1，332，000 �1，440，000 �△108，000 �在校生検立金（370人分） 

3．寄　　付　　金 �10，000 �10，000 �0 

4．線　　入　　金 �0 �0 �0 �預金利息、等 

5．雑　収　入 　収入合計 �974 �592 �382 

2，243，000 �1，826，000 �417，000 � 

【2】支出の普β 1．事業費 工業教育振興費 �10，000 �20，000 �△10，000 �県高校工業教育研究会へ 

会報発行費 �200，000 �200，000 �0 �江工会会報36号発行 

記　念　品　費 �50，000 �50，000 �0 �卒業生へ卒業記念品 

会館運営費助成 庄妄 �300，000 �150，000 �150，000 �江工会館運営会計へ 

2．呂理費 通　信　費 �50，000 �60，000 �△10，000 �案内状、会報発送、他 

印　　刷　　費 �10，000 �10，000 �0 �年賀状印刷 

消　耗　品　費 �10，000 �10，000 �0 �紙代、お茶、他 

旅　　　　　費 �500，000 �500，000 �0 �支部訪問、他 

会　　議　　費 �250，000 �250，000 �0 �本部総会・支部総会出席 

慶　　弔　　費 �50，000 �50，000 �0 �祝電、弔電、御祝、香典等 

雑　　　　　費 �120，000 �120，000 �0 �広告料、謝礼、餞別、他 

3．倍　　立　　金 �500，000 �200，000 �300，000 �江工会積立金 

4．予　備　費 　支出合計 �193，000 �206，000 �△13，000 � 

2，243，000 �1，826，000 �417，000 � 

あいさつする室安新会長

多忙な中をご寄稿いただいた皆様方にま

ずもって厚くお礼申し上げます。

本校では、インターネットによるホーム
ページを開設しています。学科の紹介や、

部活動の結果などまた江工会コーナー、

卒業生の皆陳から寄せられたおたより（メー

ル）を紹介するコーナーもあります。事

務局としても、会員の皆様との連携を密

にと考えています。ホームページを通し

てでも、ご意見・ご要望ありましたらご

連絡ください。

江工ホームページアドレス

http：／／www．Shimanet．ed．jp／goutu・ih／

http：／／www．Shimanet．ed．jp／goutu－ih／

報会会工江

年
度
事
業
・
予
算
審
議
。
会
館
の
運

営
が
現
況
で
は
生
徒
数
の
減
少
で
非

常
に
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
早
急
に
検

討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
築
後
十
七
年

を
経
過
し
て
お
り
、
傷
み
も
多
く
出

て
お
り
、
特
に
エ
ア
コ
ン
、
ボ
イ
ラ
ー

は
使
用
不
能
な
状
態
で
早
急
に
対
策

が
必
要
で
あ
る
。

五
月
十
六
日
　
江
工
会
理
事
会
・
総
会

十
二
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、
十
三

年
度
事
業
・
予
算
審
議
の
後
、
役
員

改
選
が
あ
り
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り

第
七
代
会
長
と
し
て
十
四
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

高
橋
次
郎
氏
（
建
築
二
十
二
年
率
）

が
ご
勇
退
さ
れ
第
八
代
会
長
に
室
安

延
博
氏
（
建
築
三
十
一
年
卒
）
　
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
会
長
に
は
開
校
六
十
周
年
行
事

を
は
じ
め
艇
庫
建
設
等
多
大
な
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
た
に
室
安
会
長
の
元
、
母
校
の
発

展
・
江
工
会
の
発
展
の
た
め
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
益
々
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

呈幽
日脚謝感

同
窓
会

前
会
長
．
の
高
橋
次
郎
氏
、
前
衆
議
院

議
員
三
沢
浮
氏
、
関
東
支
部
よ
り
も

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。
懇
親
会

に
は
会
員
の
ご
家
族
も
同
席
さ
れ
、

総
勢
百
二
十
名
余
り
に
な
り
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
故
郷
よ
り
招
か
れ

た
有
福
温
泉
神
楽
団
代
表
伊
藤
康
則

氏
（
機
械
五
十
二
年
卒
）
　
は
じ
め
卒

業
生
五
名
在
団
の
石
見
神
楽
や
プ
ロ

演
歌
歌
手
の
山
崎
て
い
じ
さ
ん
の
熱

唱
な
ど
盛
会
の
う
ち
に
終
了
。
本
部

よ
り
室
安
延
博
会
長
、
木
下
英
樹
校

長
、
佐
々
木
敏
博
事
務
局
員
が
出
席
。

八
月
十
七
日

工
業
化
学
科
四
十
六
年
卒

同
窓
会
が
江
津
市
吾
妻
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

十
月
十
四
日
　
無
二
会

機
械
二
十
六
年
卒

浜
田
市
千
畳
苑
に
て
十
四
名
参
加

恩
師
　
黒
亀
先
生
、
盆
子
原
良
友
先

生
、
松
井
邦
友
先
生
出
席
。

十
一
月
三
日

工
業
化
学
科
三
十
五
年
卒

大
阪
弥
生
会
館
で
三
十
三
名
の
出
席

者
の
も
と
還
暦
同
窓
会
と
銘
打
っ
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
恩
師
安
藤
博

先
生
、
盆
子
原
利
男
先
生
出
席
。

六
月
二
日
　
関
西
支
部
総
会

橋
日
福
司
支
部
長
を
は
じ
め
会
員
七

十
数
名
が
出
席
。
前
支
部
長
の
木
村

健
氏
に
感
謝
状
の
贈
呈
。

澄
ん
で
お
偉
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
平
成
十
三
年
l
月
～
十
二
月
）

旧
職
員
の
ご
逝
去

金
川
　
保
行
（
機
械
）

吉
田
　
幸
雄
　
（
社
会
）

佐
々
木
　
晃
（
国
語
）

土
田
　
美
子
（
事
務
）

富
田
ふ
じ
子
　
（
養
護
）

会
員
の
ご
逝
去

道
免
　
文
男
（
機
二
十
九
年
卒
）

森
脇
　
孝
夫
（
建
二
十
二
年
卒
）

賀
地
　
茂
樹
（
併
中
二
十
三
年
率
）

井
迫
　
聡
等
（
本
建
十
七
年
卒
）

堀
越
　
　
勇
（
金
工
二
十
一
年
卒
）

大
屋
富
士
男
（
機
四
十
二
年
卒
）

山
崎
　
慣
身
（
建
十
八
年
卒
）

三
上
　
　
賓
（
木
工
三
十
一
年
卒
）

（
事
務
局
で
把
握
で
き
た
方
の
み
）

関
東
支
部
名
簿
整
理
の

作
業
中
に
判
明
し
た
物
故
者

石
橋
　
賢
道
（
建
十
七
年
率
）

酒
井
　
勝
美

道
免
　
　
登

森
野
　
秀
夫

渡
津
　
修
三

児
玉
　
義
則

和
田
　
喜
三

月
森
三
佐
男

林
　
　
正
樹

青
木
　
　
堅

宿
屋
祀
二
郎

瀧
口
　
彰
義

木
下
　
　
公

吉
村
　
孝
次

波
田
野
　
丸

青
木
　
幹
雄

長
尾
　
　
栄

（
建
十
七
年
率
）

（
建
十
八
年
率
）

（
建
十
九
年
卒
）

（
建
二
十
年
卒
）

（
建
二
十
一
年
卒
）

（
建
二
十
二
年
率
）

（
建
三
十
五
年
卒
）

（
建
三
十
九
年
卒
）

（
建
四
十
年
卒
）

（
建
四
十
一
年
率
）

（
建
四
十
八
年
卒
）

（
磯
二
十
二
年
卒
）

（
機
二
十
八
年
卒
）

（
機
三
十
五
年
卒
）

（
窯
二
十
八
年
卒
）

（
電
三
十
六
年
率
）

●
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報会会工江

す
会
会
報
二

新
世
紀
に
あ
た

っ
て

会
　
長
．
室
　
安
　
延
　
博

（
昭
和
3
1
年
建
卒
）

会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
様
お
揃
い
で

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
こ
と
昨
年
六
月
十
六
日
総
会
に
お

い
て
、
こ
の
歴
史
と
伝
統
の
有
る
江
工

会
の
会
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
非
才

な
私
に
は
、
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
致

し
て
お
り
ま
す
。

江
工
会
発
足
　
（
昭
和
二
十
六
年
）
　
以

来
五
十
一
年
と
既
に
半
世
紀
を
経
た
本

会
は
、
今
田
剛
初
代
会
長
よ
り
高
橋
次

郎
前
会
長
と
七
代
に
渡
る
中
、
各
会
長

に
於
か
れ
て
は
、
其
の
節
め
節
め
に
本

校
の
教
育
環
境
の
充
実
育
成
と
本
会
の

発
展
の
為
、
大
い
な
る
事
業
を
果
た
さ

れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
こ
と
、
改
た

め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
十
二
月
に
は
国
民
の
待

ち
望
ん
で
お
ら
れ
た
皇
太
子
ご
夫
妻
に

敬
営
愛
子
内
親
王
殿
下
が
ご
誕
生
に
な

ら
れ
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
中
、
新
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
振
り
返
り

見
ま
す
と
、
I
T
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
の
影
響
で
世
界
中
の

経
済
全
体
が
低
迷
し
、
わ
が
国
に
於
い

て
も
其
の
影
響
を
受
け
産
業
構
造
が
大

き
く
変
貌
を
期
た
し
企
業
の
倒
産
縮
小

に
よ
る
深
刻
な
雇
用
情
勢
と
な
り
、
特

に
本
校
の
様
な
産
業
界
に
直
結
す
る
専

門
高
校
は
、
大
変
な
痛
手
と
成
る
事
は

必
至
で
有
り
ま
す
。
他
方
、
少
子
化
に

伴
い
平
成
十
一
年
十
一
月
島
根
県
教
育

委
員
会
が
策
定
し
た
　
「
県
立
学
校
再
編

成
基
本
計
画
」
　
に
よ
り
、
ご
他
聞
に
洩

れ
ず
石
見
部
の
県
立
高
校
の
再
編
成
問

題
が
議
論
さ
れ
る
事
も
近
い
も
の
と
憂

慮
し
て
い
ま
す
。

可
様
な
時
点
下
で
こ
そ
本
校
・
本
会

の
連
携
が
重
要
で
有
る
と
存
じ
ま
す
。

終
わ
り
に
当
た
り
本
校
の
外
郭
団
体

（
江
工
後
援
会
・
野
球
部
後
援
会
・
体

育
文
化
振
興
会
・
P
T
A
）
　
と
連
動
し

な
が
ら
江
工
会
の
運
営
に
努
力
致
す
所

存
で
在
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
方
、
各
位
の
ご
健
勝
ご

発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
と
同
時
に
一
層

の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
元
気
を
だ
し
て

景
気
の
よ
い
平
和
な
年
に
な
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

第
二
十
代
神
田
校
長
の
後
任
に
二
〇

〇
一
年
四
月
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。
前

新
春
に
思
う
こ
と

校
　
長
　
木
　
下
　
英
　
樹

江
工
会
会
員
の
皆

様
に
は
新
春
を
元
気

に
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
母
校
の
教
育
振
興
と

在
校
生
の
た
め
物
心
両
面
に
わ
た
り
平

素
よ
り
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
午
年
。
次
の
漢
語
に
あ
や
か

り
た
い
も
の
で
す
。

「
春
風
蜃
影
蹄
疾
J
…
…
春
風
二

意
ヲ
得
テ
馬
蹄
疾
シ
と
読
み
ま
す
。
馬

蹄
と
は
馬
の
ひ
づ
め
。
疾
し
は
走
る
。

（
若
者
が
春
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
パ
カ
ッ

パ
カ
ッ
と
馬
を
走
ら
せ
て
行
く
ざ
ま
を

表
し
て
い
る
。
）
　
す
な
わ
ち
、
「
人
間
は

年
を
取
っ
て
も
こ
の
よ
う
に
諷
爽
と
生

活
し
て
行
き
た
い
」
　
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
近
の
日
本
経
済
は
先
行
き
不
透
明
な

任
者
の
時
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

学
科
改
編
を
完
成
さ
せ
、
科
学
技
術
の

高
度
化
・
複
合
化
お
よ
び
産
業
構
造
・

就
業
構
造
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
適

応
で
き
る
　
「
特
色
あ
る
工
業
高
校
づ
く

り
」
　
を
め
ざ
し
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
は
学

科
改
編
が
完
成
年
度
を
迎
え
建
築
科
・

機
械
科
・
総
合
電
気
科
の
三
学
科
九
学

級
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に

学
科
改
編
に
と
も
な
い
コ
ー
ス
制
を
導

入
し
実
践
的
技
術
者
と
し
て
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で
に
実
習

棟
の
新
設
、
実
験
機
械
・
器
具
の
更
新

お
よ
び
新
規
実
験
器
具
の
整
備
が
完
了

し
ま
す
。
県
内
西
部
地
区
の
工
業
高
校

の
拠
点
校
と
し
て
地
域
産
業
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成
に
一
層
の
精
進
に
努
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力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

着
任
以
来
す
で
に
、
江
津
の
街
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
、
故
郷
の
発
展
の
た
め

全
身
全
霊
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
先
輩

諸
氏
に
数
多
く
出
逢
っ
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
「
江
津
市
役
所
支
部
総
会
」
、
「
関

西
支
部
総
会
」
　
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
、

「
同
窓
会
」
　
の
す
ぼ
ら
し
さ
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

－
同
窓
会
－
人
生
の
旅
路
で

「
心
の
故
郷
」
　
の
集
い
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
人
生
は
ま
さ
に
　
「
山
あ
り
谷
あ

り
」
　
「
海
は
べ
た
凪
も
あ
れ
ば
波
涛
も

あ
る
」
　
の
旅
路
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
は
旅
人
な
の
で
す
。
そ
れ
に
は
、

順
風
満
帆
で
人
生
が
バ
ラ
色
で
意
気
揚
々

の
時
も
あ
れ
ば
、
人
生
に
暗
雲
が
立
ち

こ
め
て
行
く
手
を
阻
ま
れ
試
練
に
耐
え

る
時
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
旅
路
に
遭
遇
し
よ
う
と
も
故
郷
の
望

郷
の
念
は
尽
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
江
津

工
業
高
校
で
学
び
、
初
代
鎌
田
校
長
が

制
作
さ
れ
た
校
章
を
思
い
出
し
、
校
訓

の
質
実
剛
健
・
不
擁
不
屈
の
精
神
で
学

ん
だ
共
通
の
学
舎
に
た
ど
り
着
く
こ
と

を
意
味
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
だ
か
ら
こ
そ
同
窓
会
は
永
遠
に
不

滅
で
す
。
同
窓
の
方
々
の
絆
は
固
く
、

ま
た
暖
か
く
二
十
一
世
紀
に
も
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
先
輩
諸
氏

の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

さ
て
、
本
校
在
校
生
の
教
育
の
基
本

方
針
と
し
て
二
つ
の
大
き
な
柱
を
設
け

て
い
ま
す
。

一
、
社
会
的
・
地
域
的
な
評
価
を
高

め
る

①
挨
拶
運
動
・
頭
髪
指
導

②
コ
ー
ス
制
・
選
択
科
目
を
設
定

し
専
門
性
を
高
め
る

③
資
格
取
得
に
力
点
を
お
き
、
実

践
的
技
術
者
を
め
ざ
す

④
基
礎
・
基
本
の
充
実
を
図
る
た

め
実
力
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

二
、
学
校
P
R
に
努
め
る

①
産
業
教
育
交
流
フ
ェ
ア
へ
の
積

極
的
参
加

（
相
撲
ロ
ボ
ッ
ト
、
競
技
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会
で
上
位
を
果
た
す
）

②
学
科
改
編
の
充
実
を
図
り
専
門

性
を
高
め
る

③
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施

設
・
設
備
の
充
実

④
部
活
動
の
推
進

二
〇
〇
四
年
全
国
高
校
総
体
が
島
根

県
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
校
ボ
ー

ト
部
は
皆
様
方
の
浄
財
で
江
津
艇
庫
を

建
設
頂
き
、
そ
こ
を
拠
点
に
活
躍
し
、

県
内
強
化
指
定
校
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
　
「
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
」
　
で

吉
本
・
濱
田
組
が
、
「
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル
」
　
で
高
野
が
い
ず
れ
も
優
勝
し
、

全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
十
一
年
ぶ
り
に
男

子
団
体
で
優
勝
し
ま
し
た
。
全
国
大
会

出
場
に
あ
た
り
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
他
野
球
部
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
は
毎
日
ハ
ー
ド
な
練
習
を
重

ね
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
惜
敗
し

ま
し
た
。
弓
道
部
は
県
新
人
戦
の
団
体

で
準
優
勝
と
い
う
快
挙
を
な
し
と
げ
ま

し
た
。
自
動
車
部
は
ホ
ン
ダ
エ
コ
ノ
パ

ワ
ー
燃
費
競
技
全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
十

六
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
知

市
で
開
催
さ
れ
た
エ
コ
ノ
パ
ワ
ー
レ
ー

ス
に
お
い
て
総
合
順
位
で
第
十
位
、
グ

ル
ー
プ
順
位
で
優
勝
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
母
校
に
対
す
る
一
層
の
ご

支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

江
工
会
支
部
だ
よ
り

支
部
活
動
の
現
状
と

・
今
後
の
展
開

関
東
副
支
部
長

勝

田

友

治

（
昭
和
3
8
年
電
卒
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
新
年
を
す
こ
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
母

校
、
江
工
会
、
江
工
会
会
員
皆
様
の
益
々

の
御
隆
盛
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

昨
二
〇
〇
一
年
は
希
望
に
満
ち
た
二

十
一
世
紀
の
幕
明
け
で
し
た
が
、
大
変

キ
ビ
シ
い
年
で
し
た
。
特
に
後
半
は
世

界
的
な
I
T
産
業
不
況
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
同
時
テ
ロ
事
件
後
の
景
気
後
退
。

ま
た
国
内
に
お
い
て
は
超
大
型
企
業
の

破
産
、
倒
産
、
失
業
率
五
％
超
等
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
な
か
十
二
月
一
目
散

宮
愛
子
内
親
王
誕
生
の
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
二
〇
〇
二
年
は
行
政
改
革
の

推
進
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
ペ
イ

オ
フ
等
相
変
ら
ず
キ
ビ
シ
い
年
に
な
り

そ
う
で
す
が
、
各
業
界
で
ご
活
躍
の
江

工
会
会
員
諸
兄
の
御
尽
力
に
よ
り
景
気

回
復
が
早
ま
る
よ
う
祈
念
す
る
次
第
で

す。
今
年
の
支
部
活
動
と
し
て
は
支
部
総

会
を
二
月
十
七
日
（
日
）
恒
例
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
五
月
二
十
九
日
（
水
）
　
十

一
月
十
七
日
（
日
）
第
一
回
釣
同
好
会

を
四
月
七
日
（
日
）
　
新
会
員
歓
迎
会
を

五
月
十
二
日
（
日
）
　
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
特
筆
す
べ
き
は
釣
同
好
会
の
ス
タ
ー

ト
と
支
部
総
会
に
お
い
て
母
校
の
　
「
石

見
神
楽
ク
ラ
ブ
」
　
を
招
蒋
で
き
る
こ
と

で
す
。
昭
和
五
十
二
年
に
発
足
し
、
江

津
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
施
設
等

で
数
多
く
の
慰
問
上
演
を
行
い
、
練
習

の
成
果
を
発
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
今

回
は
江
工
会
本
部
、
母
校
の
木
下
校
長

先
生
、
諸
先
生
の
御
理
解
の
も
と
初
め

て
の
市
外
上
演
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

関
東
支
部
は
会
員
数
約
一
〇
〇
〇
名
、

毎
年
の
総
会
出
席
者
約
七
〇
名
、
会
費

納
入
者
約
二
〇
〇
名
、
会
費
未
納
の
者

約
五
〇
〇
名
、
住
所
不
明
者
約
三
〇
〇

名
で
す
。

支
部
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
の
懸

案
事
項
と
し
て
　
①
総
会
出
席
者
の
増

員
②
会
費
納
入
者
の
増
員
　
③
住
所
不

明
者
の
調
査
　
④
若
年
層
の
掘
起
し
で

す
。
そ
の
た
め
に
今
期
の
活
動
方
針
で

あ
る
Ⅰ
組
織
の
拡
大
と
固
定
化
　
Ⅱ
活

動
の
多
様
化
と
推
進
す
る
た
め
に
以
下

の
通
り
重
点
指
向
し
ま
す
の
で
会
員
各

位
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

Ⅰ
、
組
織
の
拡
大
と
固
定
化
で
は
　
①

総
会
出
席
者
、
会
費
納
入
者
の
増
員

の
た
め
に
連
絡
要
員
の
補
強
　
②
住

所
不
明
者
の
調
査
の
た
め
に
江
工
会

H
P
の
利
用
、
家
族
、
友
人
へ
の
聞

合
せ
　
③
若
年
層
の
掘
起
し
　
昭
和

四
十
六
年
卒
以
降
の
会
員
。

H
、
活
動
の
多
様
化
で
は
　
①
現
在
活

動
中
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
、
釣
同
好
会
、

O
B
会
（
野
球
部
、
ボ
ー
ト
部
）
　
へ

の
協
力
　
②
同
好
会
等
の
発
足
推
進
、

同
好
会
　
（
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
囲

碁
将
棋
等
）
O
B
会
（
陸
上
、
水
泳
、

テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
、
新
聞
、
写
真
等
）

支
部
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は

会
員
名
簿
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
発
行
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
来
年
の
支
部
総
会

で
会
員
名
簿
を
発
行
致
し
ま
す
の
で
皆

様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
致
し
ま

す。
最
後
に
な
り
ま
す
が
関
東
支
部
活
動

に
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。



第36号（3）平成14年2月15日

鍾堰を舞う有福温泉神楽団

平成13年度　関西支部総会（H13．6．2）

平成13年度　山口県支部総会

http：／／www．Shimanet．ed．jp／goutu－ih／

報会会工江

関
西
支
部
長

橋

目

福

司

（
昭
和
3
9
年
建
卒
）

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
二
十

一
世
紀
も
早
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

江
工
会
関
西
支
部
も
四
十
五
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
長
年
活
動
を
継
続
し
て

こ
れ
た
の
も
歴
代
の
支
部
役
員
方
々
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
の
お
陰
と
、
支
部

運
営
に
ご
理
解
頂
い
て
い
ま
す
支
部
会

員
の
皆
様
の
年
会
費
に
よ
り
こ
こ
ま
で

継
続
で
き
た
も
の
と
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
は
二
十
一
世
紀
最
初
の
総
会
で

も
あ
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
故
郷
の

有
福
温
泉
よ
り
『
石
見
神
楽
』
を
招
待

し
ま
し
た
。
企
画
段
階
で
の
一
番
の
心

配
は
予
算
で
し
た
。
特
別
会
費
を
設
定

す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
支
部
に

は
長
年
積
み
立
て
ら
れ
た
年
会
費
の
繰

越
金
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
　
「
生
き

た
金
を
使
う
」
　
と
言
う
気
持
ち
と
、
「
従

来
通
り
の
会
費
で
参
加
し
て
頂
け
る
よ

う
に
す
る
」
　
こ
と
を
役
員
会
に
て
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

次
に
ど
こ
の
神
楽
団
を
招
待
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
江
津
市
役
所
に
ご
無
理

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
段

取
り
が
大
変
で
し
た
。
ま
ず
、
会
場
の

設
定
で
す
が
、
参
加
人
数
の
概
数
把
握
、

神
楽
を
舞
う
ス
ペ
ー
ス
は
ど
の
程
度
必

要
か
、
ま
た
、
従
来
よ
り
使
用
し
て
い

る
大
阪
弥
生
会
館
で
可
能
か
ど
う
か
を

検
討
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
の
概
数
は
役
員
会
で
も
意

見
は
分
か
れ
ま
し
た
が
、
百
二
十
名
は

何
と
し
て
も
確
保
す
る
方
向
で
、
会
員

の
ご
家
族
・
親
戚
知
人
に
参
加
枠
を
拡

大
し
て
案
内
を
発
送
し
ま
し
た
。

神
楽
を
舞
う
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

会
場
を
実
測
し
て
図
面
を
作
成
し
、
神

楽
団
に
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
何
と

か
舞
え
る
と
の
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
は
や
は
り
予
算
で
す
。
来
年
の
総

会
案
内
等
諸
費
用
は
確
保
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
神
楽
招
待
、
懇
親
会

費
用
等
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
幾
度

と
な
く
行
い
ま
し
た
が
、
総
会
当
日
の

参
加
人
員
が
予
算
を
左
右
す
る
こ
と
か

ら
当
日
ま
で
心
配
を
し
ま
し
た
。

然
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
心
配
は
総

会
当
日
の
受
付
段
階
で
無
用
な
心
配
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
百
三
十
名

と
な
り
テ
ー
ブ
ル
が
狭
い
ぐ
ら
い
に
大

盛
況
と
な
り
、
皆
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
の

神
楽
を
堪
能
し
ま
し
た
。
中
で
も
大
蛇

は
や
は
り
圧
巻
で
し
た
。
じ
つ
は
、
予

算
の
関
係
で
大
蛇
は
三
頭
ぐ
ら
い
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
六
頭
も
出
し
て
頂
き
感

激
し
ま
し
た
。
…
有
福
温
泉
神
楽
団
の

皆
様
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

…
こ
の
神
楽
団
の
中
に
は
、
江
工
の
卒

業
生
も
五
名
お
ら
れ
、
懇
親
会
で
は
合

流
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
母
校
の
話
に

花
を
咲
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

江
工
を
卒
業
し
て
か
ら
初
め
て
神
楽

を
見
た
方
も
お
ら
れ
、
故
郷
を
な
つ
か

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
の
目
標

の
　
「
生
き
た
金
を
使
う
」
　
こ
と
に
つ
い

て
は
達
成
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
「
来
年
も
や
っ
で
く
れ
」
　
と
言
わ

れ
る
会
員
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
予
算

面
か
ら
も
五
年
に
一
度
ぐ
ら
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
に
参
加
し
て

山
口
県
支
部

山
根
清
建

（
昭
和
3
0
年
建
卒
）

江
工
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
ご
壮
健

に
て
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
二
十
一
世
紀
の
最
初
の
年
で

あ
り
ま
し
た
が
あ
ま
り
に
も
暗
く
、
き

び
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
失
業
と
戦

争
で
始
ま
っ
た
世
紀
の
様
に
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

私
に
は
大
変
う
れ
し
く
、
楽
し
い
出
来

で
す
。
は
た
し
て
見
分
け
が
つ
く
の
だ

ろ
う
か
、
名
前
は
大
半
の
者
の
記
憶
は

有
り
ま
す
が
い
さ
さ
か
心
配
で
あ
り
ま

した。我
々
の
卒
業
し
た
当
時
は
お
互
い
の

顔
写
真
を
交
換
す
る
習
わ
し
が
有
り
、

そ
の
写
真
が
残
っ
て
い
ま
し
た
の
で
そ

の
整
理
を
し
な
が
ら
昔
を
思
い
出
し
、

出
合
い
を
楽
し
み
に
一
路
大
阪
に
向
い

ま
し
た
。

新
大
阪
駅
に
は
関
西
支
部
の
メ
ン
バ
ー

数
人
が
出
迎
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

や
は
り
思
っ
た
通
り
一
名
の
見
分
け
も

つ
か
ず
自
分
の
ふ
が
い
な
さ
と
、
四
十

景
況
感
も
先
行
き
不
透
明
な
中
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
会
員
相
互
の

情
報
交
換
を
活
発
に
行
い
、
厳
し
い
時

代
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
る
と
共
に
江
工
会
関
西

支
部
の
活
性
化
の
た
め
に
我
々
一
同
一

層
努
力
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
指

導
の
程
お
願
い
を
致
し
ま
す
。

事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
建
築
科
第
五

期
　
（
昭
和
三
十
年
）

卒
業
の
ク
ラ
ス
会
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
は
卒
業

後
初
め
て
の
こ
と
で

四
十
六
年
ぶ
り
の
再

会
と
な
り
ま
し
た
。

六
月
の
終
わ
り
か
ら

一
泊
二
日
の
日
程
で

有
馬
温
泉
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

関
西
支
部
の
有
志

の
発
起
に
よ
り
行
わ

れ
、
卒
業
生
は
総
勢

四
十
八
名
で
あ
り
ま

し
た
が
、
故
人
、
所

在
不
明
者
、
病
気
や

そ
の
他
の
事
情
で
出

）82はH（

六
年
間
と
い
う
歳
月

を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
に
は
太
当
に
君
は
ー
・

そ
う
思
う
ほ
ど
変
っ

て
い
る
者
も
い
ま
し

た。

新
大
阪
駅
に
集
合

し
待
機
し
て
い
た
バ

ス
で
一
路
有
馬
温
泉

へ
、
宿
泊
、
懇
親
会

は
　
「
旅
館
や
ま
と
」

で
行
な
わ
れ
、
ひ
と

時
の
休
憩
の
後
、
十

八
時
よ
り
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
四

十
六
年
間
と
い
う
空

白
は
あ
り
ま
し
た
が
、

若
き
時
代
三
年
間
を

共
に
学
び
、
共
に
喜

び
、
共
に
遊
ん
だ
ク

席
で
き
な
い
者
も
あ
り
、
最
終
的
に
は

二
十
八
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。

集
合
は
新
大
阪
駅
と
な
り
ま
し
た
が
、

四
十
六
年
間
逢
っ
て
い
な
い
級
友
た
ち

ラ
ス
メ
イ
ト
で
す
。
ま
た
た
く
間
に
あ

の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

様
に
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
宴
は
進

ん
で
行
き
ま
し
た
。



平成14年2月15日（4）第36号

市役所支部総会（H13．4．20）

疲れもみせず？　ハイポーズ

（海響舘前にて）

第18回工友会総会（H13．9．22）

http：／／www．Shimaneted．jp／goutu－ih／

報会会工江

す
で
に
六
十
歳
の
半
ば
と
な
り
、
第

一
の
人
生
を
終
え
残
る
余
生
を
静
か
に

暮
ら
し
て
い
る
人
、
第
二
の
人
生
で
再

び
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
、
今
も
現
役
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事

情
は
達
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ

て
い
ま
し
た
。

私
達
が
卒
業
し
た
時
代
は
大
変
な
就

職
難
の
時
代
で
あ
っ
た
様
に
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
就
職
も
殆
ど
の
者
が
決
ま

ら
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
行
っ
た
様
に
思

い
ま
す
。

私
が
山
口
に
参
り
ま
し
た
の
は
昭
和

三
十
年
の
暮
れ
ご
ろ
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
特
に
あ
て
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
仕
事
を
転
々

と
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
県
庁
に
奉
職

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時

周
囲
で
は
島
根
の
人
は
実
直
で
辛
抱
強

い
と
評
価
を
う
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
ク
ラ
ス
会
で
強
く
感
じ
た
こ

と
は
、
や
は
り
辛
抱
強
い
島
根
人
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
れ
だ
け
厳
し

か
っ
た
就
職
難
の
時
代
に
あ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
に
良
い
職
場
を
得
て
そ
し
て
持
ち

前
の
島
根
人
根
性
で
勤
め
上
げ
、
又
今

で
は
自
ら
社
長
職
と
し
て
会
社
の
経
営

に
携
わ
り
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
さ
に
島
根
人
の
底
力
を
強
く
感
じ

た
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

市
役
所
支
部
長

堀

川

哲

朗

（
昭
和
4
0
年
機
卒
）

江
工
会
会
員
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
歳
を

迎
え
、
益
々
御
健
勝
の
事
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
江
工
会
市
役
所
支
部
の
支

部
長
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
機

械
科
三
十
九
年
度
卒
業
の
堀
川
と
申
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

若
輩
者
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
い
つ

の
間
に
か
支
部
長
を
受
け
る
歳
に
な
っ

た
の
か
と
思
い
ま
す
と
、
「
光
陰
矢
の

如
し
」
と
い
う
言
葉
が
つ
く
づ
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
市
役
所
支
部
の
紹
介
を
少
し

さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、
現
在
会
員
四
十

二
名
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
が

市
役
所
に
入
っ
た
時
に
は
六
十
～
七
十

名
位
お
ら
れ
、
技
術
畑
の
大
半
は
江
工

の
先
輩
と
い
う
よ
う
な
時
代
で
、
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
心
強
く
思
っ
た
事
を
覚

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
を
思
い
ま

す
と
、
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
状
況
を
少
し
述
べ
さ

せ
て
頂
き
ま
す
と
、
平
成
十
三
年
十
二

月
末
現
在
、
人
口
は
二
万
五
千
七
百
十

二
人
、
世
帯
数
が
一
万
五
百
八
十
五
世

帯
と
な
り
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
ま

た
、
近
年
の
不
況
の
波
も
容
赦
な
く
押

し
寄
せ
、
本
市
を
始
め
近
隣
市
町
村
に

お
い
て
も
企
業
の
倒
産
も
相
次
い
で
お

り
ま
す
。

そ
う
し
た
社
会
情
勢
の
な
か
、
本
市

は
二
つ
の
大
き
な
課
題
を
か
か
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
が
市
町
村
合

併
問
題
で
す
。
こ
の
間
題
は
平
成
十
八

年
度
を
目
途
と
し
て
の
合
併
問
題
が
あ

り
ま
す
。
現
在
合
併
の
パ
タ
ー
ン
は
、

一
つ
は
浜
田
圏
域
の
六
市
町
村
（
浜
田
、

江
津
、
金
城
、
旭
、
弥
栄
、
三
隅
）
　
が

合
併
し
一
つ
の
市
と
な
る
案
。
も
う
一

つ
は
桜
江
町
と
江
津
市
が
合
併
す
る
と

い
う
二
つ
の
案
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
合
併
問
題
は
避
け
て
は
連
れ
な

い
こ
と
で
、
現
在
、
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
十
分
に

尊
重
し
な
が
ら
検
討
し
、
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
済
生
会
江
津
総
合
病

院
の
移
転
新
築
で
す
。
移
転
場
所
に
つ

い
て
は
、
母
校
へ
の
通
学
路
と
な
っ
て

い
ま
し
た
通
称
「
五
左
衛
門
並
木
」
　
の

西
側
に
あ
り
ま
し
た
　
「
ユ
ニ
チ
カ
　
（
旧

日
本
レ
ー
ヨ
ン
）
」
　
跡
地
に
平
成
七
年

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
が
、
そ
の
更
に
西
側
一
体

を
日
本
製
紙
㈱
（
旧
山
パ
ル
）
　
よ
り
買

収
し
、
そ
こ
に
移
転
新
築
し
、
こ
の
一

帯
を
保
育
園
、
中
学
校
、
高
校
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
済
生
会
江
津
総
合
病
院
、

済
生
会
高
砂
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
寿
園
、
市
営
住
宅
等
が
集
約
さ
れ

た
新
し
い
江
津
の
街
づ
く
り
の
中
心
と

な
る
予
定
で
す
が
、
何
分
多
額
の
出
費

が
必
要
で
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
す

が
、
本
支
部
の
会
員
一
同
は
　
「
質
実
剛

健
」
　
を
合
言
葉
に
母
校
と
市
政
の
発
展

を
祈
念
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
江
工
会
の

会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
御
健
勝
と
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
末
長
び
硝
修
施
行
に
つ
い
て

九
月
二
十
二
日
二
一
十
三
日
第
十

八
回
工
友
会
の
総
会
並
び
に
研
修
を

か
ね
て
今
年
は
北
九
州
方
面
へ
の
旅

と
な
り
ま
し
た
。

江
津
八
時
出
発
、
貸
し
切
り
バ
ス

へ
乗
り
浜
田
道
ま
で
に
次
々
と
会
員

が
乗
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
全
員
十

て
来
て
頂
い
た
様
子
で
す
。
こ
れ
に
も

平
田
先
生
の
ご
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
し
た
。

宿
舎
を
九
時
半
に
出
発
し
て
、
北
九

州
博
覧
会
見
学
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

∧
名
の
参
加
と
な
り
、
幸
い
よ
い
天
候

に
恵
ま
れ
山
陽
自
動
車
道
に
入
り
一
路

北
九
州
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に
、
車
中
で
高
木
先
生

の
司
会
に
よ
り
、
総
会
が
開
か
れ
、
盆

子
原
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
学
校
長

の
挨
拶
を
終
わ
り
、
引
き
続
き
議
事
に

入
り
十
二
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
会

計
報
告
、
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
提
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
十

三
年
度
の
事
業
並
び
に
予
算
案
が
提
出

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
、
下
関
の
喜
多
川
食
堂
で
昼
食
を

と
り
、
下
関
水
族
館
　
（
海
警
館
）
　
を
見

学
、
シ
ロ
ナ
ガ
ス
鯨
の
骨
格
が
メ
イ
ン

だ
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
内
容
的
に

は
や
は
り
島
根
の
ア
ク
ア
ス
が
良
か
っ

た
か
な
と
自
己
流
判
断
を
し
ま
し
た
。

次
は
、
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
て

北
九
州
か
ん
ば
の
宿
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
夕
食
は
懇
親
会
と
な
り
、
そ
の
後

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
寛
い
で
の
語
り
と

な
り
ま
し
た
。

翌
朝
、
江
津
工
業
卒
業
生
、
昭
和
三

十
六
年
機
械
科
卒
業
の
湊
敏
之
さ
ん
が

宿
舎
に
来
ら
れ
、
工
友
会
員
へ
の
お
土

産
を
頂
戴
し
、
会
員
の
皆
様
へ
よ
ろ
し

く
お
伝
え
く
だ
さ
い
と
、
言
わ
れ
た
由
、

高
木
先
生
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

急
に
出
張
へ
出
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
の
こ
と
、
忙
し
い
中
を
時
間
を
割
い

そ
こ
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
こ
れ
が

今
回
旅
行
の
唯
一
の
い
い
記
念
に
な
り

ま
し
た
。
自
由
行
動
で
見
学
し
個
々
に

昼
食
を
と
り
、
博
覧
会
場
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。

若
戸
大
橋
を
経
て
、
め
か
り
で
休
憩

し
、
最
後
の
買
物
は
こ
こ
で
と
言
わ
れ
、

そ
れ
か
ら
一
路
山
陰
路
へ
と
帰
り
ま
し

た。
今
回
の
北
九
州
研
修
旅
行
の
感
想
文

は
予
期
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
…
…
。

計
画
を
た
て
ら
れ
、
お
世
話
を
頂
き

ま
し
た
先
生
方
に
感
謝
致
し
ま
し
て
報

告
を
終
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

退
職
後
次
第
に
年
老
い
て
く
る
と
、

こ
の
よ
う
に
一
年
に
l
回
の
工
友
会
の

集
い
は
皆
様
と
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
楽

し
み
の
一
つ
と
し
て
、
私
に
と
っ
て
も

待
た
れ
る
会
で
あ
り
ま
す
。
他
校
に
は

な
い
と
思
わ
れ
る
催
し
で
あ
り
、
次
回

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
坂
越
瀧
雄
記
）


